






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































紀要 別冊）、pp. 13-38。 
＊何が問題なのかが簡潔にまとめられている。 
末木文美士・梶山雄一 1992 『浄土仏教の思想 
第 2巻 観無量寿経 般舟三昧経』講談社。 
＊観経についての末木氏の文献リストは充実。 






藤田宏達・桜部建 1994 『浄土仏教の思想 第
1巻 無量寿経 阿弥陀経』講談社。 
＊大経は抄訳であるが、わかりやすい。 


































































































































































































































































































森 雅秀 2003 「空海の芸術観：芸術と儀礼」
『密教の聖者 空海』（日本の名僧4）吉川弘文館、
pp. 184-200。 
 
「鎮護国家」＝儀礼によって天皇の身体を守ると
は、私がこれまで抱いていた鎮護国家のイメージ
を覆す説明だった。仏舎利が王権の象徴というの
はどういうことか、よくわからなかったです。な
ぜですか。 
仏舎利と王権、そして密教儀礼の関係については、
今回の授業で取り上げることにしました。これま
でに見てきたインド以来の儀礼の知識も、そこで
役に立つと思います。 
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12. 国家儀礼から私的修法へ（2）：王権儀礼・舎利・宝珠 
 
 
京都に今度行こうと思っているのだけど、何か仏
教美術を見られる機会があったら、見てこようか
と思った。今までも何度か京都へ行き、何度か見
たけれど、本当に有名なものより、とくによそで
は話題にならないようなものに惹かれることも多
かった。 
ぜひ、いろいろ見てきてください。もし密教美術
や浄土教美術であれば、それがどのような儀礼の
機会に用いられたか、どのような歴史背景を持っ
ていたのかなどにも、関心を向けてください。授
業で見た作品を実際に目にすると、新たな発見や
感動があるはずです。今の時期はあまり寺院の特
別拝観はありませんが、通常の展示でもいいもの
がいろいろあるでしょう。京博に行くという手も
あります。京博は駅からバスで 10 分ほどですが、
歩いても 20分程度で行けます。 
 
・孔雀は子宝と関係があるとおっしゃっていまし
たが、どういう関係があるのですか。 
・孔雀経が子宝に使用されるというのは、オスの
孔雀はメスをたくさん囲っているというような生
態と関係してるのかなと思ったのですが、そうす
ると、なんだかすごく俗っぽいような気がしてし
まいます。 
オスの孔雀がメスをたくさん囲っているというの
は、知りませんでした。インドでは孔雀は雨期を
告げる鳥として、古くから信じられています。乾
季が終わり雨期が始まるというのは、生命が新た
に生まれたり、それが満ちるというイメージに結
びつきます。生命をもたらす鳥というのは、子宝
と容易に結びつくでしょう。インドの叙事詩や戯
曲などの文学作品の中でも、孔雀はしばしば恋愛
にかかわる場面で登場します。またインドでは孔
雀はヘビを食べると信じられ、ヘビとも密接な関
係があります。インドのいくつかの地方では、ヘ
ビをかたどった輪を、子宝を祈願して神様に捧げ
る習慣があるそうです。ひとつの動物にもさまざ
まなイメージやシンボルが込められているのです。
このあたりのことは、私の『インド密教の仏た
ち』の第 3 章で詳しく書いているので、参照して
ください。 
 
現在でも、熾盛光法が行われていることにびっく
りした。開帳することで、天変地異に見舞われな
いとは、私はやっぱり考えられないが、見てみた
かったなと思いました。 
青蓮院の熾盛光曼荼羅は、制作以来、初めてのご
開帳ということで、かなりの参拝客を集めたよう
です。私が行った 12 月下旬は、かなり寒い日で
したが、それでも観光客がとぎれずに訪れていま
した。作品そのものは桃山の制作なので、平安仏
画のような独特の華やかさはありませんが、保存
も良く、美しい作品でした。本尊が尊形（仏の
姿）ではなく、文字（種子といいます）である点
が、別尊曼荼羅の中でも珍しいです。熾盛光曼荼
羅は図像集などにいくつか例がありますが、そこ
ではいずれも尊形です（授業で紹介した白描もそ
うです）。青蓮院の熾盛光曼荼羅は、今度いつ見
られるかわかりませんし、生きている間は無理か
もしれませんが、機会があればぜひどうぞ。ひょ
っとして、天変地異がさらに続くと、またご開帳
になるかもしれません。期待してはいけませんが。 
 
・天皇の寝間の隣で加持を行うという話が、とて
も奇妙なものに聞こえました。正直、理解しずら
いですが…。世継ぎの誕生を願う強い気持ちが感
じられる話だなと思いました。さすがに現在は行
われていないですよね。 
・当時は天候も世継ぎの誕生も何もかもが特別な
人たちに頼るしかなかったのだなぁとあらためて
思いました。しかし、平成の今になっても行われ
ているとは…驚きました。 
現在のことは私もよくわかりません。平安時代に
ついては、今回、あらためてお話ししますが、お
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よそ、現在のわれわれには想像できないような世
界が繰り広げられていたのではないかと思います。
男子誕生は天皇の私的な次元ではなく、国家の根
幹に関わることだったのです。でも、最近話題の
女系容認も、おなじことでしょう。国会で議論し
なければいけないのですから。 
 
初歩的なことだと思いますが、新聞記事には青不
動が熾盛光如来の化身と書いてあったのが、あま
りよくわかりませんでした。不動と如来は別のも
のではないのでしょうか。 
これはたしかに、読んだだけではよくわかりませ
んね。日本密教では明王を如来が忿怒形をとった
化身と見なすことがしばしばあります。不動明王
は明王の中の中心的存在で、おなじように仏の中
心である大日如来と同体視されます。一方、熾盛
光如来は大日如来の異名であるため、不動と熾盛
光如来が同じ仏ということになります。青蓮院は
青不動と呼ばれる「不動明王坐像」が有名で、重
要文化財にも指定されています。青不動は数ある
日本の不動の画像の中でも特に重要な作品です。
青蓮院といえば青不動、青不動といえば青蓮院な
のです。青不動が仏の世界の中心である大日如来
と同体であることは、青蓮院にとってとても重要
なことになります。ちなみに、大日如来をはじめ
とする五仏が忿怒形をとったのが五大明王で、柔
和な菩薩の姿をとると五菩薩になります。これら
全体を三輪身（さんりんじん）と呼びます。 
 
青蓮院の熾盛光法のパンフレットには、「現代の
ことですよね…？」と思わずにはいれれないよう
な、うんと右に寄ったことが書いてあるように思
いました。歴史の中の由緒正しきお寺のやること
だから、糾弾されないのでしょうが…。 
われわれの知らないところでは、依然として宗教
は強大な力を持っています。その場合、右とか左
という政治的なポジションはあまり関係ないでし
ょう。皇室と仏教の結びつきが深いことは、日本
の歴史を考えればわかりますし、明治以降でもけ
っして神道だけが皇室と関係がある宗教だったわ
けではありません。宗教を知ることで現代がわか
るというのは、中東などの外国のことだけではな
いのでしょう。 
 
さまざまな曼荼羅を見られて面白かった。請雨経
法で使用する曼荼羅は、一日で作るそうですが、
そのとき、一回きりしか使用されないのですか。 
おそらくそうだと思います。請雨経曼荼羅を作る
ことも、儀礼の一部になっているのでしょう。請
雨経曼荼羅を含め、別尊曼荼羅については、来年
度の授業で詳しく取り上げるつもりです。そのと
きに、実際にどのような儀礼で用いられ、どのよ
うな役割を果たしたかについても、考えてみたい
と思います。ちなみに、来年度の私の授業は、マ
ンダラに集中する予定で、講義では日本のマンダ
ラとアジアのマンダラを概観し、演習では前期に
両界曼荼羅、後期に別尊曼荼羅を扱います。 
 
仏教が占星術にも長けていたのは驚いた。曼荼羅
はやはり宇宙とのつながりも意識しているのです
ね。 
たしかにマンダラ（曼荼羅）は「宇宙の縮図」と
いうような説明があるので、そう思われるかもし
れませんが、これには少し注意が必要です。曼荼
羅を見ていても、実際に太陽や星座が必ず現れる
わけではありません。マンダラが宇宙を表すとい
うのは、マンダラが当時のインド人にとっての
「世界」を表すということで、実際の宇宙の構造
を反映してるのではないのです。この場合の「世
界」とは哲学的な意味で、「自己とそれをとりま
くすべて」と言い換えられます。マンダラに星座
や天体が含まれるのは、インドではこれらが神様
として信仰され、マンダラにも取り入れられたか
らです。また、密教と占星術が関係するのは、む
しろインドにおいて古来より占星術が発達してい
て、その伝統を密教も受け継いだからです。 
 
授業とは関係ないのですが、先日、サークルの打
ち上げで寺町にあるお寺のお堂を使わせていただ
いたのですが（寺でのコンパ、略して寺コンとい
います）、壁に「供養○○○金百萬圓也」と書か
れた紙が何枚も貼ってあって、驚きました。金額
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は百万や二十万などいろいろでしたが、お寺への
奉納って、あんなに堂々と広告のように外にアピ
ールするものなんでしょうか。 
そうです。ちからいっぱいアピールするものです。
たいていのお寺の本堂には、何十、何百という木
札が壁にはってあって、昔からの寄進がずっとア
ピールされ続けています。基本的に仏教とは社会
に寄生しなければならない宗教で、信者からの寄
進で成り立っています。出家者は生産に従事した
り、経済活動を行うことが禁止されているからで
す。一方の信者の方も、布施という功徳を積むこ
とで、将来、良い結果がもたらされることが期待
されます。それを社会（とくに身近な共同体）に
周知させることも、重要なことなのです。はり出
されなければ、誰も布施などしないでしょう。 
 
 
13. まとめ：ふたたび儀礼とは何かを考える 
 
 
 儀礼という特殊なテーマの授業なので、どこま
で皆さんが関心を持ってくれるか心配していまし
たが、出席率は上々で、中途で放棄する方も比較
的少なく、うれしく思います。毎回の質問やコメ
ントも内容に即したものが多く、私自身の刺激に
もなりました。 
 授業でとりあげた儀礼は、仏教儀礼に限っても
ごく一部ですし、とりあげたものも十分説明でき
なかったものが多々ありました。最後の授業でま
とめをお話しする時間がなかったので、簡単に講
義の全体をふりかえっておきます。はじめの数回
では、インドの儀礼の構造や、他の儀礼の一部と
なるような基本的な儀礼を取り上げました。それ
をふまえて、マンダラの制作儀礼に見られるコス
モロジカルな要素、灌頂を中心とした再生儀礼の
変遷を、比較的時間をかけて説明しました。これ
らは私が重点的に研究をしてきたテーマでもあり
ます。年末は個人的な実践を儀礼の視点からとり
あげ、さらにそれが集団的な儀式へと変わってい
ったこと、そして、密教儀礼と浄土教儀礼の関係
にも着目しました。一月に入ってからは、日本の
密教儀礼を対象に、国家的儀礼や私的修法の実際
の内容を紹介しました。 
 儀礼を考察する場合の視点は、このほかにもい
ろいろあります。とくに、最後のテーマとも重な
りますが、国家や権力と儀礼の関係は、もっと詳
しく考察すべきでしょう。また、儀礼をテーマに
していながら、実際の儀礼を映像などで紹介する
時間をとるべきだったとも思います。美術作品で
あればスライドでもイメージがわきますが、儀礼
とは基本的にパフォーマンスなのですから、その
雰囲気は写真ではなかなか伝わりません。今後の
課題にしておきます。 
 今回は最後の講義でしたので、出席カードに記
載のあったものはすべて掲載しました。その分、
私のコメントはごく一部に限りました。 
 
舎利についての話がとてもおもしろかった。平安
時代には 4000 に増えているというのは、不思議
とかではなく、むしろ笑えます。でも、それぞれ
本物の舎利だと思われ、信仰されているのだろう。
また、それが大切なことかと思った。 
 
7 という数字の仏教的意義を知っていれば、また
ドラゴンボールも楽しさが増えたように、知識と
いうのは、あればあるほど、ものごとを深く楽し
むための助けになると思いました。 
それはもちろんそうなのですが、蓄積できる知識
以外にも、分析力や判断力、そして創造力などが
動員されて、ものごとを深く楽しむことができる
でしょう。私の授業がそれにすこしでも役に立て
ばいいのですが。 
 
牛王（牛黄）はなぜ「人間の精魂」を表すのです
か。広辞苑を引くと、牛王は「牛王宝印の略」で
牛王宝印とは熊野神社などが出す厄よけの護符、
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牛黄は「牛の腸、肝、胆に生ずる一種の結石。生
薬とする。牛の玉」とありました。牛黄の「生
薬」という意味がつながっているのでしょうか。 
愛染（愛に染まる？）明王という名は、この男女
和合などを象徴したという修法に関係しているの
でしょうか。それともオリジナルは別の意味を持
っているのですか。 
牛王は私もくわしいことはわかりません。生薬の
名前として用いるのは、本来あった「精魂」から
の転用ではないでしょうか。阿部先生の論文では
「人黄」というのも出てききて、やはり「人間の
精魂」と説明されています。愛染明王という名称
はインドには該当するものがありません。作品も
ないので、中国か日本で作られたのではないかと
思います。ただし、明王系の仏に「愛欲の王」と
いう意味のタッキラージャというのがいて、これ
が関係するという見方もあります。愛染明王の修
法は、何らかの形で、敬愛法と関係があることが
多いようです。 
 
愛染明王といえば、中日新聞にたぶん週一回ぐら
いのペースで仏教特集のページがあります。最近
見つけたのですが、なにげに宮治昭先生の連載が
あり、前回はマトゥラーの女性像についてでした。
カーマスートラとかインドの遊女について書かれ
ていたのが印象的でした。でも仏教では性欲は制
されるべき煩悩ですよね。矛盾しているというか、
極端ですよね。 
宮治先生の連載については、ご本人からお話をう
かがってはいるのですが、購読していないので、
読んでいませんでした。北陸中日新聞にも掲載さ
れているので、購読されている方は、気をつけて
見ていて下さい。仏教と性欲の関係は一筋縄では
いかないところが、おもしろいのでしょう。密教
では性欲をどんどん使って修行をしますし、仏教
美術と女性像（とくに性的な）は密接な関係があ
ります。 
 
お稲荷さんの由来がそうだったとは…。授業を通
して、自分の身近なものや儀礼の元来の意味を知
ることができて、驚きましたし、よかったと思い
ます。 
私もそう思ってもらえると、よかったです。 
 
牛王は人間の精魂ということでしたが、なぜ
「牛」の字を当てたのでしょうか。慈円の王権儀
礼観に「天子は天照大神のご神体であり、大日如
来にして、鏡」というフレーズがありましたが、
天照大神は女性で、大日如来は男性ということに
なっていますよね。天子の性別はいったいどうな
るのか、引っかかるのですが…。そのあたりは超
越してしまっているのでしょうか…。 
このあたりは私もよくわかりません。阿部先生の
論文と、そこに引用されている慈円の著作に直接
当たってみてください。 
 
王権儀礼というとお高いイメージがあったけど、
性の力など現実っぽい話と結びつけてあって、意
外とわかりやすい部分もあるんだなと思いました。 
でも、多くの社会において、性というのは「聖」
でもあります。性を卑猥なものというイメージで
しかとらえられない現代の方が、人間の歴史の中
では特殊だと思います。 
 
・クルクッラーが人を踏んでいたけれど、それは
何でですか。敬愛法なのに少し残酷なイメージの
画像でした。 
・チベットのクルクッラーの足の下に人（？）が
いたのですが、あれはどのような意味を持ってい
るのでしょうか。 
クルクッラー自体は人間の上に立つ必然性がない
のですが、そのイメージの形成にあたって、人間
を足の下に踏む神であるヘールカやナイラートミ
ヤーという仏たちの影響を受けたからだと思いま
す。 
 
天皇、国家と仏教が非常に密接なので、私たちの
身の回りに残る儀礼にも、もともとは天皇、国家
などと関係があるのかと感じた。 
たぶん、たくさんあるでしょう。われわれはそれ
に気づいていないだけかもしれません。 
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・生と性の関係が、古来から深いことに驚いた。 
・禁欲的なイメージを保っていた仏教が、時代を
下るにしたがって性的なイメージも保つようにな
るのが興味深かった。キリスト教だとそこらへん
はまだ隠されるべきものだと思っていたが。 
・密教でこれほど人の煩悩（とくに性欲）が重要
視されているとは知りませんでした。（おそらく
仏教の影響で）そういうものは振り払うべきもの
とされている、というイメージが強かったのだ…
意外でおもしろかったです。 
密教では煩悩即菩提というのが、重要なテーゼで
す。 
 
豊川稲荷には何度か行ったことがあります。ダキ
ニ天がいたことは、まったく知りませんでした。
経済で仏教学の授業をとっていると、変わり者と
思われることがしばしばありましたが、社会のあ
るべき姿を考えるとき、社会の成り立ち、変化を
とらえる必要があると思います。仏教学は重要な
構成要素であると考えています。 
ほんとうにそうですね。仏教学だけではなく、文
学部でやっていることは、社会に何も役に立たな
いことのように思われますが、文学部は「人間
humanities に関する学問」をしているのですから、
これほど重要なものはないはずです。どの大学で
も文学部をはじめにあげるのは、ヨーロッパ以来
のそのような伝統があるからです。ぜひこれらか
も広く関心を持って、大学生活を送って下さい。
豊川稲荷で、ダキニ天も探してみて下さい。きっ
とあるはずです。 
 
弓矢を描いている絵が多かった。欲望を表してい
るのはおもしろかった。 
 
王権儀礼が巡り巡っている点がおもしろいと思っ
た。密教では煩悩も悟りへのエネルギーとされる
ところに、何か前向きな印象を受けた。 
 
ここまで大々的に密教でこういった性の部分が取
り上げられているとは思いませんでした。このこ
とがこんなに意外に思われるのは、やはり宗教と
性とが、今の社会では結びつきにくくなっている
からだと思います。いろいろ宗教はあると思いま
すが、ここまで性が儀礼として取り上げられる宗
教はめずらしいのではないかと思いました。 
授業で紹介した平安時代の儀礼の世界は、おそら
く歴史の教科書のどこを探しても書いてありませ
んが、実際はこのようなものだったようです。私
はインドの密教を専門にしているのですが、後期
密教になると、同じように性がきわめて重要な役
割を果たします。それは同時代のヒンドゥー教で
も見られるものです。今回の授業を行って、日本
の密教儀礼にインド後期密教がどの程度影響を与
えたかが、気になりました。そのうち、くわしく
調べてみたいと思っています。 
 
舎利の増減の話は、単純におもしろいと思った。
この授業を通じて、さまざまな仏教儀礼や仏教美
術が存在することを知ると同時に、その独創的な
点に惹かれた。意味が先にあるとはいえ、この豊
富なアイディアがどこからくるのか、とても不思
議だ。 
京都の壬生かどこかの新撰組ゆかりの寺のような
ところで、ドーム型の石塔のようなものを見まし
た。あれは何だったのか今になって疑問に思いま
す。 
アイディアの源を知ることもおもしろいですし、
アイディアが伝播して変容するところもおもしろ
いでしょう。ドーム型の石塔はよくわかりません
が、無縁仏の石仏をピラミッド状に並べたもので
はないでしょうか。 
 
今日の講義で慈円が出てきましたが、たしか中学
の日本史か何かで出てきた気がするんですが、い
ったいどういう話で出てきたか忘れてしまって、
思い出そうにも思い出せず、もやもやしています。
テストに出ていたのですが。王権儀礼についての
話ではなかったと思いますが、そんなことも書い
ていたのですね。 
中学の歴史で慈円が出てきたとすると、かなりく
わしい授業でしょう。慈円は九条兼実の兄で、天
台座主となった重要な人物です。和歌にも通じて
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いたので、その関係でもよく取り上げらます。平
安から鎌倉にかけてのキーパーソンのひとりでし
ょう。望月の仏教事典などにくわしい説明があり
ます。 
 
三種の神器が王と后、子を象徴するというのはは
じめて聞きました。言われてみるとしっくりくる
ので、おもしろいと思いました。 
私も阿部先生の論文ではじめて知りました。これ
はほとんど密教です。 
 
儀礼を研究する際の多面的な観点から見ていくと
いう姿勢についておっしゃっていたが、どんな研
究をする際にも心しておくべきだと思う。独りよ
がりにならないためにも。 
 
両頭愛染明王に不動明王の顔がはえてるのが不思
議でしゃあなかった。 
 
東洋版のキューピッドをはじめて見た。花がつい
ていてかわいらしいと思った。西洋的な恋愛の成
就のために使われる手段に、どうして弓矢が使わ
れたのだろうか。共通する思想がきっとあるのだ
ろう。 
インドのカーマという神が、イメージとしては古
いようです。神話学の世界では、インド神話とギ
リシア神話は共通の要素を多く有しているので、
そのあたりに共通する思想があるのでしょう。 
 
今までの授業や日々の生活の中で何となく知って
いたことが、今までよりもつながった気がした。
とても興味深い分野の授業だったのでとても面白
かったが、正直むずかしかったり知識が少ないた
めに理解できないことが多々あった。 
断片的な知識がつながることは、とても気持ちい
いものです。理解が十分できなかったのは、私の
説明不足もあると思いますが、すべて理解できる
ことはあり得ないので、理解できた範囲で興味を
持っていただければいいと思います。 
 
どの回でもそうでしたが、最初に、こんなことが
あります、他にもこんなこと、あんなことがあり
ますと、いくつかの事例があがった後で、最後に
は「実はこれは最初のこれと同じなんです」とい
う展開に、ついていくのに頭を使いました。もう
ちょっと復習すれば、もっと理解できたのだろう
かと思いました。 
一見、関係なさそうなものを関係づけるのは、わ
たしの好みのパターンです。また、逆に一般には
関係あるといわれているものを、関係ないという
のも好きです。本を書くときや授業をするときに
は、はじめのパターンを使うことが多く、「テー
マのループ化」というようなイメージです。私の
授業は基本的に復習をすることはあまり想定して
いません。もちろんしてもいいですが、それぞれ
の関心領域に、私の発想や素材を役立てていただ
ければいいでしょう。 
